
 
  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
研修を受講して自己研鑽に励んでいます 

 

 ☆研 修 概 要☆彡 

8 月 

R6.8.9 債権差押と各私債権の競合に 
ついて・事例発表他 

9 月 

R6.9.6 見積価格の算定について（公売実務研修Ⅲ） 

R6.9.12 「捜索」について（ロールプレイング形式） 

10 月 
R6.10.16 競売事件にかかる事務手続き等に 

ついて・事例発表会他 

11 月 
R6.11.27 破産手続等について 

研修意見交換会で議論された論点の整理他  

 
「税を考える週間」 

全国で、今年も 11 月 11 日(月)から 11 月 17日（日）までを「税を考える週間」と位置付け、本市内の小学生の子どもたちにも、「税」に関する習字

展にたくさん応募していただき、どれもよく考えられた「力強い」作品ばかりでした。今回は「税金」が交野市長賞として選ばれました。作品の中にある、

「予算・よさん」は、私たち納税に携わる者として心打たれた作品のひとつです。・・・キタ☆きた賞ものです。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                交野市徴税吏員の南森町からはじまる活動報告  

キタ☆きた だ・よ・り 大阪府域地方税徴収機構/交野市 
2024.12 vol.02 

 

夏から年末に向けては、増加する対面交渉、電話交渉が続きまし

たが、ただただ「公正性」を貫くため、踏ん張りました。疲弊するコ

コロを岩盤浴で癒しては、リフレッシュする日々の連続でもありま

した。 

また、新たな差押手法などを取得するため、各研修を受講し、仲

間たちとの情報共有や実践に取り組みながら学びを深め、市と協

働した取り組みなど、バタバタと過ごしている姿をレポートします。 

強い信念をもって 

厳正な滞納処分を進めます 
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・
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収
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 書の画像（徴収機構） 

市役所１階展示会場  
 

  （いつも心に）交野市機構併任職員Ｋ ➡ 

「捜索」とは・・・ 

財産調査の一環として行うもので、滞納処分を行うため必要があるときに、ご自宅などに立ち

入り、差押えるべき財産を発見し次第、差押を行うものです。なお、差押を行った動産は、公売会

やインターネット公売にて売却し、換価代金を市税に充当します。 

 
国税徴収法第 142 条に基づきます！この「捜索」には裁判所の
捜索許可状（令状）の交付が不要とされています。 

 



 
  

 

 

 

 

交野市と徴収機構の合同で「冬の納付相談」実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マナビ実践 揺れる想いレポート」 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こんにちは。大阪府域地方税徴収機構 班長の Kです。 

大阪府域地方税徴収機構は滞納処分を前提とした厳正な徴収に取り

組んでいますが、滞納処分の一例である差押えの要件について知っています

か？ 

地方税法では「徴税吏員は督促状を発した日から起算して 10日を経過し

た日までに完納しないときは、滞納者の財産を差押えなければならない」

（第 331条など）と規定されています。債権確保のため、徴税吏員は日々財

産調査等に勤しみ、期限内に税の納付を行っている大多数の納税者との間の

公平性を確保する観点から、必要に応じ、適時差押え等滞納処分に着手し、

早期徴収に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

併任職員 Ｋ 

はい！ミーティングはじめるよ 

 

交野市の12月は「滞納徴収重点月間」 
 

滞納額の縮減のため、休日開庁を行うなど、

納税推進に向けた広報活動に取組みました。 

【事前取組】まずは、テーマを決定 今年は「完納で年越し」 
・連日、電話催告 
・連日、財産調査と差押執行 
・連日、平日に来庁できない滞納者の方へ電話等での休日開庁案内 
・滞納者の方への催告書及び休日開庁の案内書の送付 
・休日開庁の実施周知（市 広報誌・ホームぺージ） 
・なっとく納税のために《滞納整理の流れ》（市 ホームページ） 

【当日取組】とにかく、「待つ・聴く・なっとく」そして納税へ 
・納税相談等を実施するため市徴税吏員、徴収機構班長ｋ・併任職員ｋで対応 
・相談のみ、年度内分納を約束された滞納者を含め 20人の方が来庁、当日の納税額も 50 
万円を優に超え、納期内納税者との公平性の担保へも一歩前進 

・滞納者の方とともに直近の生活実態を把握した上で納得した納税完納計画の策定  
・日ごろ徴税事務等の事例を通じて班長 kとの運用の検証と意見交換 

 


